
活動の様子や、次年度の募集について、詳しくは学園HPへ→



長野市大岡地区の概要

•大岡ひじり学園のある、長野市大岡地区は、長野市、上田市、
松本市の市街地のほぼ中間に位置し、かつては交通の要所と
しても栄えていました。

•センターは標高１，０００ｍに位置し、四季折々の大自然と、
壮大な北アルプスの眺めが織りなす景観は、子どもたちの原
風景になることでしょう。

•最寄りの篠ノ井駅まで、東京から新幹線で２時間、名古屋か
ら特急で２時間半と、都市部からのアクセスがとても良いで
す。

•医療機関へのアクセスは、最寄りの診療所まで１０分、総合
病院までは２５分です。



大岡ひじり学園の概要
・在籍数（令和６年度・２８期生）

小学３年生～中学３年生まで、１５名

うち（小学生６名、中学生９名）

（男子９名、女子６名）

・学園の概要

旧更級郡大岡村が現在から２８年前に、この山村留学事業を始めました。

当初は過疎化や児童生徒数の減少対策から事業の導入を考えましたが、
そこから発展し山村留学事業が理念を持った教育事業であること、そして
大岡地域の自然や人々の営みを、教育素材として子どもたちに提供し、２
１世紀を担う日本の子どもたちを育てるという視点で事業がスタートしま
した。今では開設２８年目を迎え、大勢の修園生を送り出し、地域が支え
る山村留学事業として、大岡には無くてはならない教育事業になりました。



大岡ひじり学園の運営形態

•運営主体： 長野市教育委員会
旧大岡村で山村留学が教育事業として始まり、今年で２８年目。

合併を経て、現在は長野市教育委員会が事業を引き継いでいます。

•企画指導： 公益財団法人 育てる会
山村留学を全国で初めて実施しました。

５０年以上のノウハウを持つ教育団体です。

学園では、育てる会独自の四季を通した自然体験・農山村文化体
験カリキュラムを展開しています。



大岡ひじり学園の教育理念

•えがく子ども像

子どもたちそれぞれが、自分のもって生まれた個性に目ざめ

自信を持ち、それを嬉々として自分の力で育てていく姿

•目標

親元を離れ、豊かな自然環境の中で、集団生活体験や各種の

自然体験を行うことによって、活力のある人生を歩むための

「生きる力」の芽を体得すること



大岡ひじり学園の学園方式

センター２０日間、農家
１０日間程度を行き来する。



山村留学センターでの日常

• 親元を離れて生活する中での「自立・自律・自治」を目指して集団
寝食体験をする

• １年間を通じた食育活動の提供（食事作法、土作りから口に入るま
での安全な食の提供）

• 日々の話し合いによる生活の向上を目指すこと

• 基本的生活習慣の体得を目指すこと

• 決まりの良い生活

• 自由な時間は、思いきりやりたいことをする

（釣り、集団遊び、太鼓、踊り、楽器演奏など）

• 基本的な学習の定着を確保する自宅学習の時間
センターの前の川で
イワナが釣れます！



山村留学センター

食堂で配膳

学園生の部屋（１室４人）

山村留学センター外観



山村留学センター

暖炉前朝のつどい（センター前）

踊りの練習（大広間）



センターでの活動（農作業）

•田んぼ、畑、林業の体験

土づくり、苗作りから始まり、自分の育ててみたい野菜を植え、
夏～秋に収穫できます。夏の草取りは大変ですが、頑張った分だ
け、元気に作物が育っていくので、一仕事してから学校へ行くな
ど、自分の時間をうまく使って、お世話をしています。



収穫した新鮮な野菜は、家族に
送ったり、センターの食事でい
ただくなど、収穫の喜びを感じ
ながら食べています。

夏からは、毎日の食事にとれた
ての旬野菜が何種類も並びます。
食育とも結びついた活動です。

センターでの活動
（農作業）



↑日本海キャンプ（９月）

…１泊２日で新潟の海で釣った魚をみん
なで調理して食べるキャンプです。

↓デイキャンプ（４月）

…最初のキャンプ活動。一人で
かまど作りや、マッチで火起こ
しを体験。ご飯を炊きます。

センターでの活動（キャンプ）



センターでの活動（船舶）

船舶海洋体験（６月）
…長野県の中心部にある諏訪湖でヨット
やカヌーに乗って、自然とふれあう。



登山活動（９月）
保護者の方も参加できます！

センターでの活動
（登山）



センターでの活動（木崎湖）



センターでの活動（スキー）

１２月～３月

子どもたちの大好きな活動。

シーズン１５日程度滑ります！



↑ ゆ め っ こ ま つ り （ ８ 月 ）
… 日 本 各 地 の 伝 統 芸 能 を 練 習
し て 、 地 域 の 皆 さ ん に 発 表 。
親 子 留 学 の 子 ど も た ち も 参 加

← ス マ イ ル 交 流 会 （ 1 0 月 ）
… 地 域 の お 年 寄 り と 交 流

交流活動
（地域行事・お祭り）



•どんど焼き（１月）

交流活動
（地域行事・お祭り）



里親農家での生活

•自然とともに暮らす農家
さんと、生活をともにし
て「心温まる」体験がで
きます

•子どもたちは家庭的な環
境の中で、落ち着いた時
間を過ごしています

•地域の一員として、農村
文化を体験します



子どもたちが通う
大岡小学校・大岡中学校の様子

•在籍児童生徒数、小学校８名、中学校１２名の小規模校

•小規模校の特性をいかした・きめ細やかな学習指導・小中学校
の連携授業や活動・縦割り学習や活動、１人１人が主役になれ
る環境

•コミュニティースクールとして、多様な地域の方が学校に関わ
り、小学校ではクラブ活動（釣り、工作、動物との触れ合いな
ど）や大根プロジェクト、読み聞かせ・中学校ではシイタケ栽
培や醤油作り、畑作など教科学習以外の活動も充実



質問への回答 （大岡ひじり学園）

• Q１,不登校やコミュニケーションがとりづらい子どもの受け入れの可否

• A１,受け入れは可能で、今年度も不登校経験のあるお子様の参加者もいま
す。しかし、１年間の留学にすぐチャレンジするというよりも、まずは夏
休み・冬休みに、センターで実施している短期山村留学にご参加頂き、参
加時の様子を踏まえて指導者へご相談いただくと実現しやすいと思います。

• Q2,これまでの実績 ※スライド冒頭にて紹介あり

• A2, 受入人数 年間１５名程度、実施年数２８年目

• Q3,入園までにできるようにしておくべきこと

• A3,具体的にはありませんが、学園に入園してやりたいことをたくさん考
えて来てほしいです。



令和７年度の留学生募集について

•６月より、募集開始しています

•対象 ：新小学３年 ～ 新中学２年 ※中３は継続のみ

•募集人数：若干名

※定員になり次第、受付終了します

•年間費用：小学生１０８万円、中学生１１２万円（初年度）

加えて、個人生活必要費（預り金）年間２０万円程度*

※学校集金や個人消耗品（衣料、文具等）医療費のほか、
センター外に宿泊したり、利用料がかかる活動の費用

学園HP
募集ページへ



学園HP
募集ページへ

令和７年度の留学生募集の流れ
• ステップ１ 資料請求 大岡ひじり学園で検索いただくか、

右下QRコードよりお申込み下さい
• ステップ２ 学園説明会 ９０分程度 １１月まで、月２回～開催

リモート開催 １０月 ６日１９時～
東京会場 １０月２０日１３時～

• ステップ３ 体験入園 大岡ひじり学園と地元の学校見学
（1泊2日）

• ステップ４ 入園願書提出
• ステップ５ 親子面接会 東京・名古屋・大阪・現地にて

選考結果通知・入園手続へ



冬休み自然体験キャンプについて

•夏休み、冬休み、春休みに、
５日間～１１日間の様々な自
然体験活動プログラムを実施
している

•山村留学と同じフィールド・
宿舎で活動し、親元を離れて
生活する体験ができる

•２０２４年冬休みの活動は、
１０月下旬から、育てる会
ホームページにて案内予定
「育てる会」で検索ください

※画像は、育てる会ホームページより
昨年度の大岡の雪遊びの様子です



大岡ひじり学園ホームページにて
活動の様子・食事メニューをアップロード中！
こちらのQRコードからご覧いただけます→


